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❖❖❖高活協ニュース❖❖❖

 

■お知らせ 

〇今月の“「定年後の仕事」関連情報欄”の内容は、“連載「高齢者はどんな仕事をしているのか」”の第 5 回

目です。 

〇高活協通信「今月の一冊」は、「ヒューマンエラーの心理学～労働災害防止を現場から学ぶ～」です。 

〇高活協ホームページを更新しました。 

・「高活協ホームページ」の URLは以下の通りです。 

http://www.agenomics.org 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

高活協は会員の皆様に毎月 1 回「高活協通信」を配信させていただいております。この通信活動を会員の 

皆様と高活協とのコミュニケーションの機会とさせていただきたく考えております。つきましては、皆様のご意 

見や提供したい話題などがございましたら、本配信メールへの返信にてお寄せいただければ幸いです。 

 

■2023 年 2月の主な活動 

〇高活協は現在、シンポジウムなど人が多く集まるイベント活動を自粛しております。ただし、少人数の会議

や ZOOM等を利用したオンラインの会議・イベント等は新型コロナの感染状況を睨みながら適宜実施して

おります。 

〇“「定年後の仕事」関連情報欄”では、連載で「高齢者はどんな仕事をしているのか」を掲載していますが、

引き続き高齢者の仕事を俯瞰するための「高齢者の仕事の分類」に関する検討を行いました。 

〇高活協ホームページの「高活協アーカイブ」ページにおいて、「高活協通信（2023 年 2 月号）」を掲載しま

した。 

〇2023 年 2 月、生涯現役社会の実現に向けた行政や企業などの動向に関する情報収集を行いました。な

お、「❖❖❖生涯現役社会の実現に向けて－ トピックス❖❖❖」のコーナーでは、“「定年後の仕事」関

連情報”を適宜掲載していきます。 

 

 

❖❖❖高活協主催/共催イベントの紹介❖❖❖ 

 

■これまで高活協が主催した（共催含む）イベントの報告書/記録集 

過去に高活協が主催・共催したイベント（シンポジウム、セミナー/フォーラム）の報告書や記録集は、高活協 

ホームページの「高活協アーカイブ」ボタンをクリックしてご覧になれます。(ホームページは下記 URL) 

http://www.agenomics.org/


http://www.agenomics.org/ 

 

 

❖❖❖高活協会員関連イベント等のご紹介❖❖❖ 

 

会員のご希望があればご紹介記事を適宜掲載させていただく予定です。 

 

 

❖❖❖生涯現役社会の実現に向けて － トピックス❖❖❖ 

 

生涯現役社会は、「職業寿命」「社会活動寿命」「健康寿命」「資産寿命」という 4 つの寿命の延伸が相乗効

果をもたらす社会、すなわち「それぞれの寿命の伸びが相互に他の寿命も伸ばす」という好循環がもたらさ

れる社会です。そんな生涯現役社会の実現に向けた最近の動きを紹介していきます。 

 

■ちょっとした話題 

近年、60 歳未満の就業者数は減少傾向ですが、60 歳以上の就業者数が増え、就業者総数は減ってい

ません。 

例えば、新型コロナ禍で離職者が増えましたが最近戻ってきていると言われています。ただし 2019 年～

2022 年でみると、20～50 代前半までの男性の就業率は下がり、65 歳以上の就業率が上がっています。 

 このように就業人口に占める高齢者の割合は増え続けており、高齢者の就業は単なる生きがいや健康の

ためだけではなく、今や日本経済を支える労働力としての重要性が増してきているようです。 

 

■「定年後の仕事」関連情報欄 

〇2021 年 4 月から施行された改正高年齢者雇用安定法（＝70 歳就業法）では、定年後の継続雇用だけで

はなく、継続的な業務委託や社会貢献活動への支援といった措置も選択肢になっており、高齢者の多様

な働き方を後押ししています。 

〇今後このトピックスのコーナーでは、「定年後の仕事」に関連した情報を適宜掲載していきます。高齢者の

就業を考える際の参考にしていただければ幸いです。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

「高齢者はどんな仕事をしているのか」をテーマにした情報を連載しています。連載第 5 回目の今月号でも

引き続き、高齢者に就業の機会を提供しているシルバー人材センターの「仕事の分類」について見ていきた

いと思います。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

シルバー人材センターでは仕事を大きく 3 段階で分類しています。すなわち、「職群」（大分類）、「職種」

（中分類）、「仕事の分類」（小分類）、の 3 段階です。 

ただし、実際の仕事分類は、大分類にとどまり中分類や小分類の段階まで細かく分類していないシルバ

ー人材センターも多く、具体的な分類は各シルバー人材センターに任されているようです。 

今月号ではシルバー人材センターの「職種」（中分類）と「仕事の分類」（小分類）について見てみたいと思

http://www.agenomics.org/


います。「職種」（中分類）は下表（A～T）の 20 分類が標準分類となっているようですが、「仕事の分類」（小

分類）は標準分類が定められているのかどうかはっきりしていないようです。 

 

 

表 シルバー人材センターの仕事分類 

 

仕事分類番号・記号 

職群（大分類） 職種（中分類） 仕事の分類（小分類） 

１. 技術群 A 教育指導 家庭教師、各種教師・講師、教育相談、各種講

座等の指導、その他の教育指導 

B 執筆翻訳 翻訳、編集、レタリング、コピーライター、通訳、

その他の執筆翻訳 

C 経理事務 一般経理事務、決算事務、その他の経理事務 

D 各種技術 各種自動車の運転、各種設備等の保守点検、

各種検査分析、美術文化関係、要免許の特殊

技術、その他の特殊技術 

E 経営相談 財務相談、労務相談、生産・販売相談、その他

の経営相談 

２. 技能群 F 技能 大工仕事、塗装工事、左官・ブロック・タイル等

工事、板金工事、内装工事、表具・表装作業、

植木・造園作業、製図・パソコン等作業、縫製

作業、その他の技能作業、畳工事 

G 製作加工 機械・金属・電気製品製作加工、プラスチック

成型製作加工、印刷製本、皮革製品製作加

工、科学製品製作加工、繊維・紙器関係製作

加工、木工製品製作加工、食品関係製造加

工、各種組立加工、その他の製作加工 

３. 事務群 H 一般事務 整理事務、文書等作成事務、その他の事務 

I 毛筆・筆耕事務 宛名書き、筆耕、毛筆賞状書き、その他の筆耕 

J 調査事務 調査事務、集計事務、統計事務、その他の調

査事務 

４. 管理群 K 施設管理 建物管理、建物一部管理、駐車場管理、屋外

施設管理、スポーツ施設管理、遊戯施設管理、

その他の管理 

L 物品管理 商品管理、資材管理、工具管理、在庫管理、そ

の他の物品管理 

５. 折衝外交群 M 販売集金 販売、集金 

N 外務 配達、外交、集配、検針、その他の外務 



６. 一般作業群 O 屋外作業 屋外清掃作業、除草作業、土木作業、農林・水

産作業、荷造・運搬作業、屋外軽作業、各種技

能屋外作業、その他の屋外作業 

P 屋内作業 屋内清掃作業、包装・梱包作業、各種内職作

業、調理・食品関係作業、各種技能屋内作業、

各種検査作業、各種整理作業、屋内軽作業、

その他の屋内作業 

７. サービス群 Q 社会活動 各種安全指導サービス、広報関連サービス、各

種補助サービス、その他の社会活動サービス 

R 福祉・家事援助

サービス 

高齢者福祉サービス、障害者福祉サービス、病

弱者等福祉サービス、その他の福祉サービス、

家事援助サービス、育児支援サービス、訪問介

護サービス 

S その他のサービ   

  ス 

観光レジャーサービス、接待サービス、その他

のサービス 

８. その他 T その他 その他 

 

 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

 

❖❖❖読み物コーナー❖❖❖ 

 

■今月の 1冊 

人生 100 年時代を迎え、シニア層の増加を意識した書籍が増えているようです。このコーナーでは、高齢者

の就労に関わるテーマや高齢者の社会参加、ライフスタイル、健康問題などを取り上げている書籍を紹介し

ます。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

書 名：ヒューマンエラーの心理学～労働災害防止を現場から学ぶ～ 

著 者：大橋 智樹
と も き

 

出版社：一般社団法人日本労務研究会 

（URL http://www.nichiroken.or.jp/publication/index.htm#c128） 

定  価：2,200 円（税込） 

 

 今回ご紹介する書籍は、「ヒューマンエラー」（JIS の規定では「意図しない結果を生じる人間の行為」のこと）

をメインテーマとしています。「高齢労働者との深いかかわりはないのでは」と思われる人が少なくないしれま

せん。一方、厚生労働省によると、「雇用者全体に占める 60 歳以上の高齢者の占める割合」は 18.2％であ

http://www.nichiroken.or.jp/publication/index.htm#c128


るにも関わらず、「労働災害による休業 4 日以上の死傷者数に占める 60 歳以上の高齢者の占める割合」は

25.7％という現実もあります。こうした現実の裏側には、ヒューマンエラーの存在が深く関わっている可能性

があると言えるかもしれません。 

著者の大橋氏は、30 年近く現場の安全の問題に関わってきた心理学者です。官民を問わず、また、業界

や業種を問わず、あらゆる組織にとって頭が痛い問題とされているヒューマンエラーとこれと関連する問題に

着目し、ヒューマンエラーと事故との関係を研究テーマとして取り上げており、その成果が本書にまとめられ

ています。 

本書全体は 4 つの章から構成されています。人間というシステムの話をとりあげた、第 1 章「心理学からヒ

ューマンエラーを見る」、過去の事故の分析を取り上げた、第 2 章「過去の事故事例から学ぶ」、事故のその

後を取り上げた、第 3 章「事故が起こった後を考える」、そして、ヒューマンエラー自体を考察した、第 4 章「ヒ

ューマンエラーを掘り下げる」の４章です。個人的には、「信楽高原鉄道列車衝突事故」や「横浜市立大学

医学部附属病院患者取り違え手術事故」、「ＪＲ西日本福知山線脱線事故」などといった具体的な事故事例

を取り上げている第 2 章から読み始めると理解が進むように思われます。 

本書の趣旨は、ヒューマンエラーを防止するための具体的な方策を示すところにはありません。しかし、本

書によってヒューマンエラーの本質を把握することができれば、高齢労働者の労働災害防止対策に取り組

む際の起点になると思われます。安全で安心な職場をつくるための参考書として、手に取ってみてはいかが

でしょうか。 

（個人賛助会員：坂巻 大） 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

■高齢者雇用の総合誌『エルダー』のご紹介 

独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構が発行する高齢者雇用の総合誌「エルダー」に関する情報

は、下記の URLからご覧いただけます。 

啓発誌「エルダー」｜独立行政法人 高齢・障害・求職者雇用支援機構 (jeed.go.jp) 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

 

◆◆◆―――――――――――――――――――――――――――――――◆◆◆ 

配信先メールアドレスの変更をご希望の方、また配信が不要な方は高齢者活躍 

支援協議会・事務局までご連絡ください。 

本通信に対するご意見やご感想をお聞かせください。 

また、本通信に掲載してほしい情報等がありましたら、ぜひご連絡ください。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

一般社団法人高齢者活躍支援協議会 

〒103-0026 東京都中央区日本橋兜町 17-2 兜町第 6 葉山ビル 4 階 

TEL： 03-6555-3926    HP： http://www.agenomics.org 

    ――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

https://www.jeed.go.jp/elderly/data/elder/

